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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第64期

前第２四半期
連結累計期間

第65期
当第２四半期
連結累計期間

第64期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年９月30日

自平成23年４月１日
至平成23年９月30日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高　　　　　　　　　（千円） 15,043,29712,851,62336,669,336

経常利益　　　　　　　　（千円） 259,167 21,733 892,310

四半期（当期）純利益　　（千円） 216,696 46,789 540,174

四半期包括利益又は包括利益

　　　　　　　　　　　　（千円）
99,441 △32,963 521,563

純資産額　　　　　　　　（千円） 13,974,10514,290,34814,456,627

総資産額　　　　　　　　（千円） 35,745,08433,563,80536,852,598

１株当たり四半期（当期）純利益金

額　　　　　　　　　　　　（円）
6.54 1.41 16.29

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額　　　　（円）
－ － －

自己資本比率　　　　　　　（％） 39.1 42.4 39.0

営業活動による

キャッシュ・フロー　　　（千円）
409,310 △749,828 3,493,587

投資活動による

キャッシュ・フロー　　　（千円）
△584,094 △542,242 △593,003

財務活動による

キャッシュ・フロー　　　（千円）
△3,363,498△1,397,954△3,223,558

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高　　　　　　　　（千円）
3,451,337 3,976,621 6,666,646

　

回次
第64期

前第２四半期
連結会計期間

第65期
当第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成22年７月１日
至平成22年９月30日

自平成23年７月１日
至平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 5.65 2.95

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第64期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」　

　　 (企業会計基準第25号　平成22年６月30日) を適用し、遡及処理しております。　　

４．潜在株式調整後１株当たり四半期 (当期) 純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、３月に発生した東日本大震災の影響による悪化から緩やかな回

復の途上にありますが、完全な復興に至るまでは、まだまだ時間を要するものと思われます。また、急激な円高の進行

により、企業収益悪化が懸念され、個人消費及び雇用情勢についても足踏みの状態が継続しており、依然として先行

きは不透明なまま推移いたしました。

　一方、当社グループの業績に影響を与える建設市場においては、震災対応の３次にわたる補正予算や当初予算の

５％執行留保の解除などにより、今後、建設投資全体の増加が期待されるものの、第２四半期連結累計期間までの影

響は限定的であり、東北地方を除いた地域では公共工事の小規模化等、引き続き厳しい状況となっております。

　このような経営環境のなか、前期からの繰越工事が減少していたこともあり、今期は厳しいなかでスタートいたし

ましたが、鋭意事業活動を展開してまいりました結果、第２四半期連結累計期間の売上高は128億51百万円(前年同期

比14.6％減）となりました。

　損益面につきましては、工期短縮やグループ全体で経費削減及び原価低減に取り組みましたが、売上高の減少もあ

り、経常利益21百万円（前年同期比91.6％減）、四半期純利益46百万円（前年同期比78.4％減）となりました。

　セグメントの業績は次のとおりです。

（建設事業）

　建設事業におきましては、期初繰越工事の減少と大型工事の売上の減少により、売上高は113億8百万円（前年同

期比12.4％減）となり、セグメント損失は1億20百万円（前年同期はセグメント損失17百万円）となりました。

　なお、建設事業では、契約により工事の完成引渡しが第４四半期に集中しているため、第１四半期から第３四半

期における完成工事高に比べ、第４四半期の完成工事高が著しく多くなるといった季節的変動があります。

（不動産事業）

　不動産事業におきましては、手持ちの販売用物件の減少により、売上高は4億99百万円（前年同期比52.4％減）

となり、セグメント利益は44百万円（前年同期比44.0％減）となりました。

（建材製造販売事業）

　建材製造販売事業におきましては、売上高は2億67百万円（前年同期比6.1％増）となりましたが、原材料費の上

昇により利益率が低下したため、セグメント利益は56百万円（前年同期比6.5％減）となりました。

（その他）

　その他の事業におきましては、ソフト開発事業の売上高の減少と、東日本大震災発生後の自粛ムードによるゴル

フ場運営事業の売上高の減少により、売上高は7億75百万円（前年同期比6.9％減）となり、セグメント利益は42

百万円（前年同期比48.6％減）となりました。
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(2)キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は39億76百万円となり、

前連結会計年度末と比較して26億90百万円の減少となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フロー状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は7億49百万円（前年同期は得られた資金4億9百万円）となりました。これは主

に、売上債権の減少と未成工事受入金の増加による資金の増加額を、未成工事支出金等の増加と仕入債務の減少

による資金の減少額が上回ったことによります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は5億42百万円（前年同期は使用した資金5億84百万円）となりました。これは主

に、有形固定資産の取得による支出によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は13億97百万円（前年同期は使用した資金33億63百万円）となりました。これは

主に、借入金の返済によるものです。

　

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更および新

たに生じた課題はありません。

(4)研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は、6百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 137,000,000

計 137,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 34,367,644 34,367,644
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

1,000株

計 34,367,644 34,367,644 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年７月１日～

平成23年９月30日　
－ 34,367,644 － 5,315,671 － 5,359,413
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（６）【大株主の状況】

 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

植木　康之 新潟県柏崎市 2,051 5.97

株式会社第四銀行 新潟県新潟市中央区東掘前通七番町1071番地１ 1,618 4.70

植木組共栄会 新潟県柏崎市新橋２番８号　㈱植木組内 1,445 4.20

植木　馨 新潟県柏崎市 1,411 4.10

植木　義明 新潟県長岡市 1,109 3.22

株式会社北越銀行 新潟県長岡市大手通２丁目２番地14 1,034 3.00

植木組社員持株会 新潟県柏崎市新橋２番８号　㈱植木組内 779 2.26

株式会社大光銀行 新潟県長岡市大手通１丁目５番地６ 747 2.17

住友生命保険相互会社 東京都中央区築地７丁目18番24号 677 1.96

株式会社損害保険ジャパン 東京都新宿区西新宿１丁目26番１号 626 1.82

計 － 11,499 33.46

（注）上記のほか、自己株式が1,233千株あります。

 

EDINET提出書類

株式会社植木組(E00179)

四半期報告書

 6/22



（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    1,233,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式   32,887,00032,887 －

単元未満株式 普通株式      247,644 － －

発行済株式総数 34,367,644 － －

総株主の議決権 － 32,887 －

　

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社　植木組
新潟県柏崎市新橋

２番８号
1,233,000 － 1,233,000 3.58

計 － 1,233,000 － 1,233,000 3.58
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２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 6,750,042 4,279,440

受取手形・完成工事未収入金等 10,712,650 7,745,348

販売用不動産 479,405 471,525

商品 4,083 4,109

未成工事支出金等 1,224,262 3,927,203

材料貯蔵品 70,090 72,235

その他 1,565,300 917,199

貸倒引当金 △175,594 △126,206

流動資産合計 20,630,239 17,290,857

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 4,818,676 4,854,597

土地 7,807,099 7,861,984

その他（純額） 819,973 883,986

有形固定資産合計 13,445,750 13,600,568

無形固定資産 217,073 179,304

投資その他の資産

その他 2,644,376 2,576,893

貸倒引当金 △84,841 △83,817

投資その他の資産合計 2,559,534 2,493,076

固定資産合計 16,222,358 16,272,948

資産合計 36,852,598 33,563,805

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 8,374,215 6,602,186

短期借入金 4,042,936 3,404,336

未払法人税等 482,398 85,873

未成工事受入金 483,567 1,104,617

引当金

賞与引当金 299,722 190,600

役員賞与引当金 11,708 －

完成工事補償引当金 16,563 15,625

工事損失引当金 185,421 144,684

訴訟損失引当金 15,490 15,490

その他 584,915 497,416

流動負債合計 14,496,938 12,060,831
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

固定負債

長期借入金 3,148,046 2,548,278

引当金

退職給付引当金 2,197,283 2,150,667

役員退職慰労引当金 426,283 383,194

債務保証損失引当金 228,955 218,320

資産除去債務 8,411 8,466

その他 1,890,050 1,903,700

固定負債合計 7,899,031 7,212,626

負債合計 22,395,970 19,273,457

純資産の部

株主資本

資本金 5,315,671 5,315,671

資本剰余金 5,359,413 5,359,413

利益剰余金 4,617,825 4,470,522

自己株式 △154,822 △155,582

株主資本合計 15,138,087 14,990,024

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △66,994 △149,692

土地再評価差額金 △681,575 △620,038

その他の包括利益累計額合計 △748,569 △769,730

少数株主持分 67,109 70,054

純資産合計 14,456,627 14,290,348

負債純資産合計 36,852,598 33,563,805
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 ※2
 15,043,297

※2
 12,851,623

売上原価 13,289,644 11,392,019

売上総利益 1,753,653 1,459,604

販売費及び一般管理費 ※1
 1,563,292

※1
 1,458,274

営業利益 190,360 1,330

営業外収益

受取利息 10,943 6,261

受取配当金 15,769 16,024

保険解約返戻金 48,259 －

受取手数料 9,800 5,700

その他 28,374 29,331

営業外収益合計 113,148 57,317

営業外費用

支払利息 42,498 36,939

その他 1,843 △25

営業外費用合計 44,341 36,913

経常利益 259,167 21,733

特別利益

前期損益修正益 66,834 －

固定資産売却益 1,610 17,870

投資有価証券売却益 － 40,000

退職給付制度改定益 78,538 －

その他 － 10,635

特別利益合計 146,982 68,505

特別損失

前期損益修正損 75 －

固定資産売却損 － 40

固定資産除却損 2,599 2,441

投資有価証券評価損 11,453 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 3,783 －

減損損失 12,106 －

特別損失合計 30,017 2,481

税金等調整前四半期純利益 376,132 87,757

法人税等 159,436 38,022

少数株主損益調整前四半期純利益 216,696 49,734

少数株主利益 － 2,945

四半期純利益 216,696 46,789
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 216,696 49,734

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △117,254 △82,698

その他の包括利益合計 △117,254 △82,698

四半期包括利益 99,441 △32,963

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 99,441 △35,908

少数株主に係る四半期包括利益 － 2,945
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 376,132 87,757

減価償却費 275,134 290,235

貸倒引当金の増減額（△は減少） △65,378 △50,413

賞与引当金の増減額（△は減少） △6,900 △109,121

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △11,217 △11,708

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △2,384 △937

工事損失引当金の増減額（△は減少） 37,740 △40,737

退職給付引当金の増減額（△は減少） △101,282 △46,616

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △2,385 △43,089

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） △7,302 △10,635

受取利息及び受取配当金 △26,713 △22,285

支払利息 42,498 36,939

売上債権の増減額（△は増加） 3,519,017 2,967,302

未成工事支出金等の増減額（△は増加） △2,196,592 △2,702,941

たな卸資産の増減額（△は増加） 599,294 1,513

仕入債務の増減額（△は減少） △1,747,312 △1,772,029

未成工事受入金の増減額（△は減少） 761,260 621,050

その他 △506,278 545,095

小計 937,331 △260,622

利息及び配当金の受取額 26,713 22,285

利息の支払額 △40,434 △36,135

和解金の支払額 △355,000 －

法人税等の支払額 △159,299 △475,357

営業活動によるキャッシュ・フロー 409,310 △749,828

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △273,590 △364,443

有形固定資産の売却による収入 6,500 22,465

投資有価証券の取得による支出 △18,614 △23,213

投資有価証券の売却による収入 － 40,000

貸付金の回収による収入 3,570 3,570

その他 △301,960 △220,619

投資活動によるキャッシュ・フロー △584,094 △542,242

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,900,000 △1,000,000

長期借入れによる収入 300,000 －

長期借入金の返済による支出 △609,568 △238,368

自己株式の取得による支出 △682 △760

配当金の支払額 △132,626 △133,708

その他 △20,621 △25,117

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,363,498 △1,397,954

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,538,282 △2,690,024

現金及び現金同等物の期首残高 6,989,620 6,666,646

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,451,337

※
 3,976,621
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に

当該見積実効税率を乗じて計算しております。

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成23年９月30日）

  １  保証債務

　連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対

し、債務保証を行っております。

  １  保証債務

  連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対

し、債務保証を行っております。

㈱ホテル小柳 162,288千円

㈱平間環境 66,667 

計 228,955千円

㈱ホテル小柳 154,986千円

㈱平間環境 63,334 

計 218,320千円

２  受取手形裏書譲渡高は、220千円であります。　　　　　　　

　

２　受取手形裏書譲渡高は、4,200千円であります。

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※１　　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次の

とおりであります。

従業員給料手当 609,797千円

賞与引当金繰入額 28,886 

役員退職慰労引当金繰入額 21,355 

※１　　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次の

とおりであります。

従業員給料手当 565,245千円

賞与引当金繰入額 49,401 

役員退職慰労引当金繰入額 22,569 

貸倒引当金繰入額 △50,042 

※２　　当社グループの売上高は、主たる事業である建設事

業において、契約により工事の完成引渡しが第４四

半期連結会計期間に集中しているため、第１四半期

連結会計期間から第３四半期連結会計期間における

売上高に比べ、第４四半期連結会計期間の売上高が

著しく多くなるといった季節的変動があります。　

※２　　同　左　
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　　　（平成22年９月30日現在）

現金預金勘定 3,762,137千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △310,800 

現金及び現金同等物 3,451,337千円

 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　　　（平成23年９月30日現在）

現金預金勘定 4,279,440千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △302,819 

現金及び現金同等物 3,976,621千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

配当に関する事項

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 132,636 4.00平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

配当に関する事項

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 132,555 4.00平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

建設事業
不動産
事業

建材製造
販売事業

計

売上高 　        

外部顧客への

売上高
12,906,5601,050,744252,22214,209,527833,770

15,043,297

　
－ 15,043,297

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

3,83938,2255,59847,66468,384116,048△116,048 　－

計 12,910,4001,088,969257,82114,257,191902,15515,159,346△116,04815,043,297

セグメント利益

又はセグメント

損失(△)

△17,04280,00260,500123,46081,758205,219△14,859190,360

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ソフトウェアの開発及び販売、

有料老人ホームの運営、ゴルフ場の運営、産業廃棄物処理施設の賃貸事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△14,859千円は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

建設事業
不動産
事業

建材製造
販売事業

計

売上高 　        

外部顧客への

売上高
11,308,291499,757267,72412,075,773775,850

12,851,623

　
－ 12,851,623

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

133,65141,4554,572179,67963,909243,589△243,589 －

計 11,441,943541,212272,29712,255,453839,75913,095,212△243,58912,851,623

セグメント利益

又はセグメント

損失(△)

△120,85644,78756,580△19,48842,01322,524△21,194 1,330

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ソフトウェアの開発及び販売、

有料老人ホームの運営、ゴルフ場の運営、産業廃棄物処理施設の賃貸事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△21,194千円は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 6円54銭 1円41銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 216,696 46,789

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 216,696 46,789

普通株式の期中平均株式数（千株） 33,157 33,137

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期 (当期) 純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成２３年１１月　９日

株式会社植木組

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 野本　直樹　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 井口　　誠　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社植木組

の平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成２３年７月１日か

ら平成２３年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２３年４月１日から平成２３年９月３０日まで）に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社植木組及び連結子会社の平成２３年９月３０日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管し

ております。　

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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